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ロサンゼルスインフォは現地でサポートを行う留学エージェントです。

コンピューターや現地の豊富は情報をオフィスに揃え、

皆様の留学に「安全」と「節約」をお届けしています。
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入学申込み代行・サポート

語学学校、2年制（カレッジ）大学への入学申込み手続きを
代行・サポートします。 
「英語も、何から始めればいいのかもわからない。」 
「現地のアドミッション（入学手続き）スタッフから、なかなか返事が
来ない。」 
「ビザについての相談をしたい。」
そんな方でも安心です。ロサンゼルスインフォがあなたの留学を
無料でお手伝いします。今ならガイドブック進呈！！

現地留学サポート

「銀行口座を開設したい。」
「家探しを手伝って欲しい。」
「地元の良いダンススクールを教えて
欲しい。」
ロサンゼルスインフォがそんなあなた
の留学生活に「安心」と「節約」をお届
けします。

学校見学ガイド

ロサンゼルスの語学学校や、
２年制大学（カレッジ）をあなたの
スケジュールに合わせてガイドします。
「見ないで語学学校を決めるのも
不安・・・。」
「車の運転が不安だし、英語も苦手。」
そんななあなたの時間と費用を
節約します。

転校・進学カウンセリング

ロサンゼルスは現地留学サポート機関。
語学学校やカレッジについての生情報は誰よりも持っています。
もし万が一、あなたが通う学校がお気に召さなかったら、
すぐにご連絡ください。 
ロサンゼルスインフォが責任を持ってあなたのベスト校を
ご紹介します。

インターンシップ（Ｊ）ビザサポート

アメリカで仕事をするにはアメリカ移民局より労働許可を得なくては
いけません。
ロサンゼルスインフォは現地企業、現地弁護士と提携し、J-1（研修）ビザ
のサポートを行っております。 
「アメリカで働きたい！でも労働ビザの取得は難しそう」
そんな方はまずご相談ください。 　

各種スペシャルプログラムの提供

ロサンゼルスインフォでは各種インターン
シッププログラムやアメリカ大学奨学金
プログラムなど様々なプラグラムを
提供しています。
詳しくはお問い合わせください。

O1.O1. 現地人にしか分からない学校情報があります。
ロサンゼルスには語学学校だけで60以上あると言われています。 
ほとんどの留学エージェントはパンフレットにある学校情報をもとにカウンセリングを行っております。  
「全部良い学校だよ！」と、本当は言いたいところですが、実際、中にはこんな学校も・・・

　・料金は安いが実際の授業は映画鑑賞ばかりだった。 
　・TOEFLを取りたくて学校を選んだのに、実際に行ってみたら一般英語コースしかなかった。 
　・日本人比率が25%と書いてあったのに、行ってみたら日本人ばかりの学校だった。

留学生と接していて、また私が語学学校に通っていたころ「聞いていた話と全然違う」こんな声を何度耳にしたでしょうか。

私たちロサンゼルスインフォは提携校のスタッフはもちろんのこと、実際に通っている生徒とも日々接しながら情報を集
めています。 だからこそ、価格や立地など、基本的な情報だけではなく、本当にあなただけに合った学校を紹介できるの
です。 

O2 .O2 . 語学学校の入学申込み手続き無料！その上に返金保障。
ロサンゼルスインフォは無料で語学学校の入学申込みを代行しています。 
「なぜ入学の申し込み手続きが無料で代行できるのか？」 
それは、私たちは提携している学校からコミッションをいただいているからです。  
 
また、私たちはロサンゼルスにオフィスを構える企業。 
土地があり余るアメリカでは日本ほど家賃も高くなければ、広告費もかかりません。  
残念ながら広いオフィスやビザ手続き代行など、日本での手厚いサポートはありませんが、
その分、現地で生活する経験豊富なスタッフがあなたの留学をお手伝いします。 

※短期のお申し込みの方には、サポート費がかかることがあります。

O3 . O3 . ロサンゼルス節約留学ガイドブック進呈
今ならサービス利用者には無料でロサンゼルス節約留学ガイドブックを進呈しています。
このガイドブックはロサンゼルスに住む約5万人の日本人の投稿によってできたロサンゼルス生活立上げのバイブル。
ロサンゼルスの節約・便利情報を配信するロサンゼルスインフォだからこそ作れる1冊です。

１）旅行ガイドブックにはないロサンゼルスの現地情報が入手できる。 

２）車の買い方家の借り方など、生活立ち上げのノウハウを入手できる。 

３）現地の優良店を知らない、英語が話せないからといって現地人に無駄なお金を払う必要がなくなる。 

４）緊急時の連絡先がわかる。

このガイドブックを読むことで皆様は・・・
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Chapter 7

ロサンゼル
スは車社会

。電車が発
達していな

いため、車
があるのと

ないのとで
は行動範囲

がかなり変
わってきま

す。

「留学生は
勉強が本分

。学校の家
の行き来を

バスででき
ればいい。

」

「短期留学
だから車は

必要ない」

そう言って
いた人たち

も、ロサンゼ
ルスに来て

から考え方
が変わった

人を何人も
見てきまし

た。

日本で車の
運転に慣れ

ている方は
こちらでの

運転をでき
る準備をし

ておきまし
ょう。さて、

この章では
レンタカー

の借り方に
ついて説明

します。レン
タカーと言

っ

ても多くの
会社があり

ます。「Bud
geｔ」「He

art」などが
メジャーな

会社ですが
多少割高。

ここでは地
元で提供し

ている、そし
て日本語も

対応の会社
を紹介して

お

きます。

�

Yoheiの一
言

レンタカー
は現地の会

社が提供す
る価格と、

大手の会社
で借りる価

格とでは全
然違う。例

えば大手レ
ンタカー会

社はフルカ
バーの保険

に入ると1日
80ドルを超

える場合も
あるけど

、上記の安
いところを

選べば、30
ドルから4

0ドルで借
りられる。も

ちろん長期
でレンタル

す

るとさらに
安くなる。

ただし、車
の質は大手

の方が良い
、また大手

は拠点数が
多いため、

車の返却場
所を自由

に選べるな
どの利点も

ある。

ロサンゼル
スは車社会

の分、車を
入手する手

段も豊富に
あります。

レンタカー
ではなく、購

入してしま
うのもひと

つの手。

自分の場合
、渡米して

すぐに個人
売買で100

0ドル程度
で車を購入

し、

4週間ほど
乗ってほぼ

同額で他人
に譲りまし

た。

つまり購入
することに

よってレン
タカー代を

浮かせたの
です。もちろ

ん乗ってい
る間に車が

壊れてしま
った場合の

リスクを考
えると、必ず

しも買うこ
とが最善の

方法とは言
い切れませ

んが、そうい
う方法もあ

るというこ
とを理解し

ておきまし
ょう。
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レンタカー
の相場は週

250ドル程
度、月700ド

ル程度とい
ったところ

でしょうか
。（もちろん

車種にも

よります）。
大手レンタ

カー会社の
場合、おお

よそこの価
格に1.5倍

程度の費用
がかかると

考えてお

きましょう。

当然のこと
ながら混雑

する時期に
渡米される

方は事前に
予約をとっ

ておくこと
が必要です

。

�

右の表に掲
載している

レンタカー
会社は常に

1人は日本
語を話すス

タッフがお
ります。「Ja

panese 

Speaker　
Please」と

電話で伝え
れば日本語

で対応して
くれること

でしょう。現
地に住む方

を主に

対象として
いる会社が

多いため、
価格も大手

に比べて比
較的安く設

定されてい
るのが特徴

です。

また、レンタ
カー会社に

よっては空
港までの送

迎サービス
が無料でつ

いている会
社もありま

す。電

話をして直
接尋ねてみ

てください
。

�

�

�

Chapter 15

「アメリカは医療費が高い」そんなことを耳にしたことはありませんか。

日本の医療費も他国に比べて比較的高めに設定されていますが、アメリカはそれ以上。

「アメリカは医療費が高い」実はこの話には、保険制度の不備が背景にあります。アメリカは保険制度が日本に比べて充実しておりません。

所得格差の大きいアメリカでは日本のようにほぼ全員が保険に加入できるわけではないのです。よって、大きな事故にあってしまい、膨大な医療費の請求に困

っている方がアメリカ内にはたくさんいるのです。

このような目に会わないために、出発前に何らかの医療保険に入っておきましょう。

�

http://www.aiu.co.jp

http://www.jihoken.co.jp

http://www.tokiomarine.co.jp

http://www.ms-ins.com

http://www.sompo-japan.co.jp

Yoheiの一言
私は病気がちというのもあり、はじめはAIU保険に入った。確か1年間で12万円ぐらい払っ

たかな。（旅行代理店ではなく、保険会社に直接依頼した方が安いとか？）

日本の保険は費用が高い分、保険会社の負担規定も利用者にとって有利なものが多いの

が現状。私の場合、利用した病院の全てを、無料で受診することができた。恐らく自分で

払っていたら50万円はかかっていたでしょう。また、留学当初は英語力にも自信がなかっ

たので日本語で対応できることで大分助かった。

お勧めとしては初めの半年から1年は日本の会社を利用し、英語にも慣れるころぐらいに

米国の保険会社に切り替えるのが良いような気がします。

なお、海外留学生用の傷害保険は、現地でケガをしたり病気になったりした時の医療費を

負担するだけの医療保険の役割だけではありません。だけでなく、ご家族の方の救援にか

かる費用や第三者に損害を与えてしまった場合の賠償保険などがセットになった保険。

しかし、これは保証内容を変更することも可能です。生命保険や医療保険以外のものをは

ずしたり、補償額を選んだりもできます。もちろん、人によって違いますが、最低限必要なの

は医療保険！
私は生命保険は一番安いものを選び、救援者費用ははずし、医療保険の部分を厚めにす

るようにしていました。長期滞在の場合は、保険の限度額を高めに設定しておかないと、大きな怪我や病気をし

た場合に医療費が保険の上限に達してしまうことがあるので注意しましょう。

Page 30

日本では国民健康保険や社会保険など国が制度として保険制度を定めていますが、カルフィルニ

ア州では医療費は公的にカバーされません。（一部の例外を除く）

そのため留学生は個人で保険に加入する必要があります。

保険の加入はアメリカの保険を理由をする方法と、日本の留学・海外傷害保険を利用する方法が

あります。学校で勧められる保険はアメリカのものがほとんど。矯正でない限りは日本のものをお

勧めします。アメリカのものに比べると多少割高ではありますが、自己負担率やカバーする範囲な

どが大きく、何かあったときに日本語で対応できるため安心です。

選ぶポイントとしては、保険料金、年間免責金額、自己負担金額、自己負担の割合、保険の範囲（カ

イロプラクティックに対応していか、など）などが挙げられます。

また期間や英語力、健康状態によって日本の保険を利用するか、米国の保険を利用するかなどを

検討してもよいでしょう。

※米国保険会社の比較サイトはこちら

Insure.com →　http://www.insure.com/
そんな時は損保ジャパン取扱い店NSIトラベルの植

村さんに聞いてみましょう。「YOHEIの紹介」と言え

ば、わからない保険のことも親切に教えてくれると思

いますよ！連絡先：03-○○○-○○○○




